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〔原著論文〕 
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Abstract: This study was carried out to investigate the parasitic infection in meat goat and forages in Kikai Island, Kagoshima. Haemonchus 

contortus eggs, Strongyloides papillosus eggs and Coccidian oocysts were detected in feces of goat. Eggs per gram (EPG) of Haemonchus 

contortus was significantly higher in hay-fed than in grass-fed of goats (p<0.05), but Oocysts per gram (OPG) of Coccidian was higher in 

grass-fed than in hay-fed. Blood biochemical values without TCHO and GOT were normal, and there was no health damage caused by the 

heavy parasitic infection. Tropical grass of Pennisetum purpureum, Panicum maximum, Chloris gayana and Setaria sphacelate were 

abundantly found in Kikai Island. On the other hand, there were woody plants such as Casuarina equisetifolia, Morus australis, Leucaena 

leucocephala, Macaranga tanarius, Bischofia javanica, Pittosporum tobira and Scaevola taccada. As a nutritive values, the highest crude 

protein content (22.0%) and in vitro dry matter digestibility (92.2%) were obtained in Euphorbia heterophylla and Morus australis leaves, 

respectively. 
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緒言 

  喜界島（周囲48.6 km，総面積56．8 km2）は，鹿児島市と沖縄本島に連

なる奄美群島（奄美大島，喜界島，加計呂麻島，請島，与路島，徳之島，

沖永良部島，与論島）の中では最も北東に位置（北緯 28 度 20 分，東経

130度 00分）している．また，喜界島は，過去 13万年間で 200 m以上も

隆起した島である．琉球列島の島々の中で，周囲にある隆起サンゴ礁の

隆起速度は 1.6-2.1 m/1,000 年と極めて大きいことが明らかにされ，地質

学的ならびに地理学的に注目されている．1, 2) 

 

喜界島の農業をみると，島の耕地率は 39.6％であり，奄美群島内では

与論島（54.0％）と沖永良部島（47.7％）に次いで3番目にある．また，農業

産出額は 38 億円（2020 年度統計）となり，そのうち肉用牛が占める割合

は28.5％（11億円）3)であることから，畜産業は，喜界島における基幹産業

の一つである．奄美群島における喜界島への入込客数の割合はわずか

7.2％4) に過ぎないことも考慮すると，喜界島は「農業の島」といえる． 

食文化については，鹿児島本島とは異なる点があり，昔から滋養食と

して山羊肉が食され，近年は，観光雑誌やインターネット等でも島料理の

代表として山羊肉料理が紹介されている．5) しかし，昭和 10 年代の喜界
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島における農家食事日誌をみると，当時の農家で摂取されていた動物

性タンパク質は，豚肉，鶏肉および馬肉の3種のみで牛肉や山羊肉が食

された記録はない．6)  昭和30年代には 1,489頭の肉用山羊が飼養され

ており，1970年代の調査では，販売を目的する山羊肉の生産がこの時に

は営まれた記録がある．7) また，近年の島内におけると畜動向をみると，

喜界町営と畜場のと畜検査頭数は，平成１１年から山羊が豚を上回り，令

和 3 年度には豚 14 頭に対して山羊 102 頭の検査頭数となっている．8) 

すなわち，島民に愛されている山羊肉の食文化の歴史は戦後からはじ

まったものであり，現在も続いているといえる（図1）． 

 

 

 

喜界島での山羊の畜産をみてみると，令和 3 年 2 月における山羊の

飼養農家は 25 戸で飼養頭数は 177 頭である．9) 推定すると，飼養され

ている山羊の約6割は，島内でと畜されていることになる．近年の我が国

の山羊枝肉の輸入量は暫時増加し，国内枝肉生産量はわずか14％に過

ぎない．10) 高温多湿の気象環境である喜界島は，暖地型イネ科牧草の

生育に適している点では，粗飼料のみで低コストな山羊肉生産を展開で

きる可能性は高い． 

2022 年 11 月 26 日に全国山羊サミットが奄美大島で開催され，六次

産業化による乳用山羊のチーズ生産やヘルシー山羊肉の食味性など，

畜産経営として期待できる事例が報告されている．11) 今後，喜界島にお

ける食文化と食肉販売を目的とした山羊の畜産に関しては，輸入穀類に

依存した高級和牛肉とは異なる戦略での山羊振興が望ましいと考える．

しかしながら，全国的にみても肉用山羊の飼養管理のほとんどは南西諸

島地域に限られており，その管理技術は農家独自によるものが多く，基

礎的な科学的知見は必ずしも多くはない． 

本研究では，喜界島独自の肉用山羊の畜産的飼養技術の可能性を探

るため，全国的にめん山羊に発症している寄生虫感染に関する実態調

査を行い，また，島内に自生している草資源の植生調査と栄養価の分析

から，肉用山羊の飼養管理方法について検討した． 

材料および方法 

1．寄生虫感染調査と血液検査 

本調査は，2022年 8月 23日から 26日，同年9月 11日から 12日に

実施した．調査対象は，畜産を経営し，約 20頭以上の肉用山羊を飼養し

ている農家とし，そこに合致した 2戸の農家（表 1）で調査を行った．調査

個体は，感染源になり得る経産山羊で，かつ年齢の経過した個体とした．

農家 Aでは平飼管理された 80 頭の中からボア・ヌビアン系雑種の雌山

羊 6頭を，農家Bでは高床式畜舎と放飼（繋留）管理されている 18頭の

島山羊系雑種の雌山羊 3 頭をそれぞれ選抜し，計 9 頭の糞便検査と血

液検査を実施した．各検査の試験処理は，給与飼料の違い（ローズグラ

ス乾草給与と青草給与）とした．農家Aは暖地型イネ科牧草ローズグラス

乾草とわずかな配合飼料を，農家Bは青草のみの給与である． 

糞便検査は，山羊の直腸糞を約 10 g 程度採取し，ショ糖遠心浮遊法

のウイスコンシン変法 12)を用いて糞便1 gあたりの EPG（Eggs per gram）

と OPG（Oocysts per gram）を算出した．まず，80 メッシュの金網を置いた

乳鉢に 5-10 gを秤量した糞便と 60 mlの水を入れ，乳棒でよくすりつぶ

して，ろ過した．ろ液はよく攪拌した後，15 ml のプラスチック遠沈管 2 本

に各15 mlずつ入れ，800 × gで10分間遠心分離を行い，上清を除去

した．比重1.2のショ糖液を遠沈管に 5 ml入れ，ボルテックスミキサーで

混合した．その後，遠沈管に 12 mlまでショ糖液を加え，1500 × gで10分

間遠心分離を行った．遠沈管を垂直に立て，管口と水平になるまでショ

糖液を加え，18 mm×18 mm のカバーガラスを管口に付着させ，20 分間

以上静置した．所要時間経過後，カバーガラスを取り，スライドグラス上に

置き，20 倍で全視野を検鏡し，線虫卵とオーシスト数を計測した．なお，

本検査では，羊や山羊の消化管に寄生し，病原性の高い捻転胃虫

（Haemonchus contortus），乳糖糞線虫（Strongyloides papillosus）ならびにコ

クシジウム原虫（Coccidian）に限定して計測した．また，虫卵の大きさが他

の虫卵よりも著しく大きく，形状による同定が不明なものはダニ卵として計

測した． 

糞便採取した山羊は寄生虫感染による影響を確認するため，適正に

保定した山羊の頸静脈から採血（7 ml）を行い，琉球大学農学部家畜生理

学研究にて血液成分の分析に供した．ヘマトクリット値（Ht）は遠心法で，

生化学的血液成分は臨床化学分析装置（富士ドライケム NX500，富士フ

イルム，東京）にて分析した． 

統計解析は，Stat view J-5.0（SAS Institute Inc Cary NC）を用いてローズ

グラス乾草給与と青草給与で得られた各項目の平均値の t 検定を行い，

5％水準で有意差の検定を行った． 

本研究は，琉球大学動物実験委員会の承認（承認番号：A2020001）を

得て実施した． 

 

2．草資源の調査 

草資源の調査は，島内１周道路沿いの農道（サトウキビ畑と牧草地）お

よび海岸付近の植物群落を対象とし，山羊用飼料として経時的な草刈り

跡が見られた地点を作為的に抽出し，その地点から 50 mの直線距離上

山羊汁 カラジューリ（血炒め） 山羊刺し

山羊うどん 山羊すき焼き 山羊雑炊

飼養目的 飼養頭数 今後の計画 管理場所 管理方法 給与飼料 補助飼料 備考

農家A 肉用 80 100頭まで増頭予定 畜舎 平飼・群飼（敷料あり） ローズグラス乾草，一部青草 牛用濃厚飼料 肉用牛経営

農家B 肉用 18 現状維持 高床式 高床，1-2頭は放飼（繋留） 青草 なし 肉販売と飲食経営

表1．調査対象農家の概要

図1．喜界島の居酒屋メニューにある山羊肉料理 
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に自生している植物種の分布状態をラインインターセプション法 13)を用

いて植生調査を行った．調査地点は，百之台（地点 1，牧草地付近），花

良治（地点 2，牧草地），志戸桶（地点 3，海岸道路沿い），伊実久（地点 4，

さとうきび畑周辺），赤連（地点5，さとうきび畑周辺），荒木（地点6，農道周

辺）の 6ヶ所である（図2）． 

 

植生調査において不明な植物種があった場合には，対象の植物をさ

まざま角度から写真撮影を行い，喜界町図書館にて図鑑を用いて植物

種の同定を行った．同定した植物種の学名検索は草地学用語集 14)と琉

球植物誌 15)を用いた． 

調査した植物種は栄養価の分析に供するために一部試料を採取し，

屋外にて約1ヶ月間程度天日乾燥させた．乾燥試料は1 mmの篩に通る

ように粉砕し，CP（Crude protein），ADF（Acid detergent fiber）および in vitro

乾物消化率の分析に供した．粗タンパク質含量はタンパク質・窒素分析

装置（燃焼法）デュマサーム（3-3349-01，ゲルトジャパン株式会社，東京）

を用いて， ADFは常法 16)に従い，in vitro乾物消化率はペプシン・セル

ラーゼ法 17)に従い分析した．なお，クワズイモのように山羊が採食しない

草資源の分析は除外した． 

 

結果 

1．寄生虫感染調査と血液検査 

給与飼料の違いによる寄生虫感染状況を表 2 に示した．ローズグラス

乾草給与ならびに青草給与の山羊糞から，捻転胃虫，乳糖糞線虫ならび

にコクシジウム原虫それぞれの虫卵またはオーシストが検出された．コ

クシジウムの OPGはローズグラス乾草給与より青草給与で高い値となっ

たが有意差は認められなかった．捻転胃虫のEPGは，ローズグラス乾草

給与より青草給与で有意（p＜0.05）に高い値となった． 

 

糞便検査を実施した個体の血液検査の結果を表 3に示した． Htはロ

ーズグラス乾草給与ならびに青草給与ともに 30％以上の値となった．TP

は給与飼料の違いによる影響は認められなかったが，TCHO はローズ

グラス乾草給与（89.8 mg/dL）において青草給与（54.0％）より有意（p<0.05） 

 

に高い値となった．GOTはローズグラス乾草給与（110．6 IU/L）が青草給

与（59.3 IU/L）より有意（p<0.05）に高かった．γ-GTP は給与飼料の違いに

よる影響は認められず，その他（Ca, IP, Na, K, Cl）の生化学分析値につい

ても同様であった．  

喜界島島内における草資源の調査結果を表 4 に示した．周辺道路の

草刈り跡地付近には 31 種の植物種を確認することができた．島内周辺

には暖地型イネ科牧草のネピアグラス，ギニアグラス，ローズグラス，セ

タリアなどの草本類が繁茂していた．その他，モクマオウ，クワ，ギンネム，

オオバギ，アカギ，トベラ，クサトベラなどの木本類が見られた．調査地点

の中で最も多く確認できた植物種は，ネピアグラスとセンダングサであり，

この両植物の栄養価は他の植物種に比べてCP含量は 12％と高い傾向

にあった．次に多く確認できた植物種は，ギンネムとギニアグラス，次に

ナンバンカラムシ・シマグワ・ネズミノオ・ススキであった． 

海岸道路沿いに自生していたショウジョウソウは 22％の CP 含量かつ

83.9％の in vitro 乾物消化率を有し，栄養価に優れた植物であった．in 

vitro 乾物消化率が最も高い植物種はシマグワの葉であり，その値は

92.2％であった．本調査において10％以上のCP含量を有するものは12

種あり，60％以上の in vitro乾物消化率を有するものが 8種あった．牧草

地周辺で確認できたギニアグラス，ローズグラス，セタリア，シグナルグラ

ス，ネズミノオ，スズメノヒエ，ジョンソングラスの CP 含量は 3.8-7.3％，in 

vitro 乾物消化率は 33.2-46.3％の範囲内にあった．これらの草本類の

ADF含量は 42.3-49.7％と高い値を示していた． 

 

考察 

食肉生産を目的とした畜産的な山羊の飼養管理においては，寄生虫

感染症の克服は喫緊の課題である．特に，25-35℃の高温を好む熱帯性

の捻転胃虫は，山羊の消化管内の第四胃に寄生する吸血性の線虫であ

り，感染した場合は山羊の健康被害をもたらし，症状がひどい場合は死

に至るなど経済的な損失は甚大となる．18,19,20) 本研究では山羊の飼養が

盛んな喜界島の肉用山羊農家を対象に，乾草給与によって管理されて

表3．管理方法の違いによる肉用山羊の各種血液成分値

項目
1) ローグラス乾草（n=6) 青草（n=3) 正常値

2)

Ht （％） 33.8±6.0 32.3±6.8 22-38

Hb （g/dL） 10.8±0.7 11.3±2.3 8.0-12.0

TP （g/dL） 7.0±0.7 7.5±0.1 5.9-7.4

ALB （g/dL） 3.0±0.3 3.1±0.6 2.7-3.9

TCHO （mg/dL) 89.8±19.7a 54.0±2.2b 80-130

BUN (mg/dL) 18.1±4.6 17.1±2.2 15-33

GOT （IU/L) 110.6±30.3
a

59.3±7.6
b 67−１１７

γ-GTP (IU/L) 67.4±25.1 66.7±22.1 43-71

Ca (mg/dL) 8.9±1.3 8.8±0.8 8.5-10.2

IP (mg/dL) 9.3±3.1 7.3±1.1 7.5-12.3

Na （mmol/L) 148.4±1.4 151.3±0.6 142-155

K （mmol/L) 5.1±0.3 4.8±0.4 3.5-6.7

Cl （mmol/L) 109.2±1.3 111.7±2.1 99-110

1) 
Ht, ヘマトクリット; Hb, ヘモグロビン; TP, 総タンパク; ALB, アルブミン; TCHO,

総コレステロール; BUN, 尿素態窒素; GOT, グルタミン酸オキザロ酢酸トランス

アミナーゼ; γ-GTP, ガンマグルタミルトランスペプチターゼ; IP, 無機リン
2) 
家畜生理学（2004）より転記

平均値±標準偏差, 同行内の異なる小文字間に有意差あり（p<0.05)

地点1

地点2

地点3

地点4

地点5

地点6

図2．草資源の調査地点

©喜界島

給与飼料
捻転胃虫

EPG(個/g)
乳頭糞線虫
EPG(個/g)

コクシジウム
OPG(個/g)

ダニ
EPG（個/g）

ローズグラス乾草（n=6） 3.5±5.6b 12.8±11.8 160.6±84.9 0.1±0.2

青草（n=3） 600.8±531.9a 未検出 207.2±124.7 4.8±6.8

表2．給与飼料の違いによる寄生虫感染状況

平均値±標準偏差，同列の異なる小文字間に有意差あり（p<0.05）

EPG，Eggs per gram; OPG, Oocysts per gram
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いる山羊と従来の青草給与のみで管理されていている山羊の寄生虫感

染症の実態調査を行った．その結果，病原性の高い捻転胃虫の感染は

ローズグラス乾草給与よりも青草給与の山羊で著しく高く，その EPG

（600.8 個/g）は中程度の感染レベル 20) となっていた．しかし，血液検査

の結果では，青草給与とローズグラス乾草給与の Htはいずれも 30％以

上の値を示し貧血にはなっておらず，捻転胃虫感染による健康被害は

ないものと考えられた．コクシジウム症の感染については，青草給与とロ

ーズグラス乾草給与の OPG（160−200個/g）は駆虫を必要とする OPGレ

ベル（1000 個/g）21)よりも著しく少なかったことから，コクシジウム症感染に

よる山羊への影響はないものと考えられた．言い換えれば，喜界島の農

家の山羊は，現時点において，沖縄地域の多頭飼育農家でみられるよう

な内部寄生虫の濃厚感染をもたらしている状況 22)にはないことがわかっ

た．ただし，畜舎で青草給与した場合でも 600.8 個/g の捻転胃虫卵が検

出されたことから，喜界島で放牧した場合には，寄生虫感染のリスクはあ

るものと示唆される． 

  血液検査の結果から山羊の栄養状態をみてみると，ローズグラス乾

草を給与している山羊の THCO（89.8 mg/dL）は正常値 23)であったのに

対し，青草のみで飼養管理されている山羊の THCO（54.0 mg/dL）は，正

常値を下回る値となっていた．家畜生産の基本的な飼養管理は，成長や

体重に応じた乾物摂取量，TDN（Total digestible nutrients）摂取量ならびに

CP 摂取量を満たすことにある．山羊の管理者にとっては，毎日刈取りす

る青草の見た目は量があるものと感じるが，実際には，水分含量を考慮

しないで給与する場合が多く，山羊の体重に応じた乾物摂取量を十分に

満たしていない可能性が考えられた．その一方で，ローグラス乾草を給

与していた農家は，子牛用の自給粗飼料として出穂初期に刈取調製さ

れたものを毎日給与しており，表 4 に示したローズグラス（No18： CP 

3.8％，in vitro乾物消化率33.2％）よりも優れた品質であることが推察され

る．そのためにローズグラス乾草を給与している山羊の栄養状態は全て

の項目で正常値を示していたものと考えられた．ただし，月齢，性別，分

娩時期（季節）などによって山羊の栄養状態（血液生化学性状を含む）は

変化すること 24,25)，また，TP やその他の成分値に給与飼料の違いによる

影響は認められなかったことから，総合的な栄養状態を評価した場合は，

今回の調査した山羊は，家畜生産上の健康状態に問題はないものと判

断できた． 

我が国における肉用山羊の飼養管理方法は，主に高床式畜舎，平飼

管理，放牧管理ならびに繋留した放飼管理などに分けられ，給与飼料は

乾草，サイレージ（あるいはヘイレージ），青草（野草，牧草）などがある．

畜産的に畜舎で多頭飼育する場合には乾草やサイレージの給与は必

須であるが，管理者の労働力の範囲内で毎日青草を刈り取って給与する

場合も多く，小規模での山羊の飼養管理の場合は青草管理が一般的で

ある．喜界島においてもほぼ同様の方法で肉用山羊が飼養されているこ

とから，まずは島内自生する草資源を調査し，家畜栄養学的な観点から

肉用山羊の飼養管理方法について検討してみた．その結果，喜界島の

草資源は，島内で自生している植物種は沖縄地域と植生が類似 26)して

No 草種 学名 調査場所 CP（％） in vitro乾物消化率（％） ADF（%） 調査地点での確認数

1 ショウジョウソウ Euphorbia heterophylla  L. 海岸道路 22.0 83.9 24.9 1

2 タイワンソクズ Sambucus chinensis Lindl. 海岸道路 17.9 83.2 22.4 1

3 キダチハマグルマ Wedelia biflora (L.) DC. 海岸道路 16.1 85.9 25.1 1

4 オオバギ Macaranga tanarius  (L.) Muell.-Arg. 農道 16.2 53.1 32.2 1

5 ナンバンカラムシ Boehmeria nivea (L.) Gaudich. 牧草地・海岸道路 14.2 66 28.9 2

6 ヨモギ Artemisia princeps Willd. 農道 14.5 59.7 33.2 1

7 シマグワ（葉） Morus australis Poir. 農道 13.8 92.2 16.1 2

8 ネピアグラス Pennisetum purpureum Schumach 牧草地 12.8 51.3 35.7 4

9 センダングサ Bidens biternata  Merr. et Sherff 牧草地・海岸道路・農道 12.1 79.7 26.9 4

10 ギンネム Leucaena leucocephala  (Lam.) De Wit 海岸道路・農道 12.9 65.4 24.3 3

11 ハカマカズラ Bauhinia japonica  Maxim. 農道 11.5 47.1 37.7 1

12 ノブドウ Ampelopsis brevipedunculata  (Maxim.) Trautv. 農道 10.2 57.5 33.2 1

13 クサトベラ Scaevola taccada  (Gaertn.) Roxb. 海岸道路 9.6 69.6 37.8 1

14 アカギ Bischofia javanica Bl. 農道 9.3 39.4 42.3 1

15 モクマオウ（葉） Casuarina equisetifolia J. R.. Et J. G. Forst. 牧草地・海岸道路 8.7 30.9 50.8 1

16 トベラ Pittosporum tobira (Thunb.) Dryand ex Aiton 農道 7.3 70.1 26.8 1

17 ギニアグラス Panicum maximum Jacq. 牧草地 7.3 44.8 46.6 3

18 ローズグラス Chloris gayana Kunth 牧草地 3.8 33.2 47.5 1

19 セタリア Setaria sphacelate  (Schumach) Stapf et Hubb. 牧草地 4.5 35.3 49.4 1

20 シグナルグラス Brachiaria decumbens  (HOCHST.) Stapf 牧草地 6.4 44.2 40.5 1

21 ネズミノオ Sporobolus fertilis  (Steud.) W. Clayton 牧草地 3.8 37.8 46 2

22 スズメノヒエ Paspalum thunbergii Kunth 牧草地 6.7 41.9 42.3 1

23 ジョンソングラス Sorghum halepense  (L.) Pers. 牧草地・農道 6.5 46.3 45.5 1

24 ススキ Miscanthus sinensis  Anderss. 海岸道路・農道 未分析 未分析 未分析 2

25 ハイキビ Panicum repens  L. 牧草地 未分析 未分析 未分析 1

26 チガヤ Imperata cylindrica (L.) Beauv. 牧草地 未分析 未分析 未分析 1

27 トウゴマ（ヒマ） Ricinus communis  L. 農道 未分析 未分析 未分析 1

28 オオアレチノギク Conyza sumatrensis  (Retz.) E. H. Walker 農道 未分析 未分析 未分析 1

29 サンダンカ Ixora chinensis  L. 農道 未分析 未分析 未分析 1

30 クワズイモ Alocasia odora  (Lodd.) Spach 牧草地 未分析 未分析 未分析 1

31 ソテツ Cycas revoluta  Thunb. 農道 未分析 未分析 未分析 1

CP，粗タンパク質；ADF，Acid detergent fiber

表4. 喜界島島内における草資源の調査結果
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おり，主に肉用牛経営で栽培されている牧草種のほとんどが暖地型イネ

科牧草であった．栄養価を比較してみると，自生している植物種よりも栽

培されている暖地型イネ科牧草のギニアグラスやローズグラスは，一般

的な暖地型イネ科牧草の栄養価27)よりも著しく低いものだった．その一方

で，山羊の餌として道端で刈取りされているネピアグラス，クサトベラ，シ

マグワの葉およびオオバギなどは栄養価に優れた植物種であった．特

に，シマグワの葉は，CPは 13.9％かつ in vitro乾物消化率は 92.2％とな

り，他の草資源に比べて著しく栄養価が高かった．このことが，山羊の高

い嗜好性を示す要因であると推察できた．栄養価が高い上位 3 つの草

資源は海岸付近で確認され，有望種としてはショウジョウソウ（CP 22.0％，

in vitro乾物消化率83.9％）があげられる．しかし，その嗜好性は不明であ

り，今後の検討課題である． 

栽培管理されている牧草地やその付近の植物種をみてみると，ネズミ

ノオ，スズメノヒエ，ジョンソングラスの繁茂が確認され，暖地型イネ科牧

草の一つであるセタリアの繁茂している様子が多くの牧草地で確認され

た．これらの草種は，集約的な草地管理下において強害雑草化する特

徴がある．特に，ネズミノオは家畜の嗜好性も悪く，生育が進むと根系が

発達し，薬剤を用いても除草が困難な雑草である．28) 肉用牛経営と暖地

型イネ科牧草の栽培が盛んな喜界島においては，これら 4 草種の雑草

防除は，今後，畜産における草地管理上，重要な課題となる可能性が示

唆された． 

  以上のことから，喜界島の高温多湿の気象環境，島内での食肉処理

の状況ならびに肉用牛生産の現場の状況を踏まえ，現時点における喜

界島での肉用山羊の畜産について考えてみると，寄生虫感染について

は，放牧管理や青草のみでの管理方法は寄生虫感染のリスクがあった．

そのため，30頭から100頭規模での多頭飼育の場合には乾草（あるいは

サイレージ）給与が望ましいものと推察される．しかしながら，多頭飼育の

場合には自給粗飼料の生産が必要であり，施肥管理と刈取管理の制御

によって栄養価を考慮する場合の管理コストを考えると，山羊肉生産だ

けの畜産では必ずしも収益性があるとは限らない．周年放牧による管理

方法は低コストな管理技術として極めて有望であるが，寄生虫感染予防

のためには獣医師の指導のもと，年1回以上の駆虫は必須であると推察

する．     

 

要約 

肉用山羊の寄生虫感染調査と島内の草資源調査を喜界島にて実施し

た．調査した山羊の糞便から捻転胃虫卵，乳糖糞線虫卵ならびにコクシ

ジウムオーシストが検出された．捻転胃虫の EPG は，乾草給与より青草

給与で有意（p<0.05）に高く，コクシジウムOPGは，乾草給与より青草給与

で高かった．血液中の TCHO と GOT 以外の全ての項目は正常値にあ

り，寄生虫の濃厚感染による健康被害は認められなかった．島内の草資

源では，暖地型イネ科牧草のネピアグラス，ギニアグラス，ローズグラス

ならびにセタリアなどの草本類の他，モクマオウ，クワ，ギンネム，オオバ

ギ，アカギ，トベラ，クサトベラなどの木本類が自生していた．CP 含量が

最も高かった植物種はショウゾウソウ（22.0%）で，in vitro乾物消化率が最

も高かったのはシマグワの葉（92.2％）だった． 
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